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4．賃金台帳の出力 

『その他』⇒『外部出力』「固定帳票出力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.  賃金台帳設計 

賃金台帳は、PDF形式、Excel形式のいずれかで作成することができますが、それぞれで賃金

台帳設計をする必要があります。 

   ・PDF形式 ・・・ 賃金台帳に表示する項目を選択し設定 

・Excel形式 ・・・「賃金台帳雛形」をダウンロードし賃金台帳に表示する項目を設定 

  「定義ＩＤ」は 000～999まで作成できますので、1000通りの「定義ＩＤ」の設定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 新規作成の場合は「追加」ボタン、変更の場合は「編集」ボタンを押下します。 

     ・PDF形式 ・・・ 次ページ＜PDF 形式で賃金台帳を出力する場合＞へ 

     ・Excel形式 ・・・ 次々ページ＜Excel 形式で賃金台帳を出力する場合＞へ 

  

① 

① 

4.1 

4.2 

4.3 
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＜PDF 形式で賃金台帳を出力する場合＞ 

 
 

②「出力形式」に「PDFファイル」を選択し、「定義 ID」「定義名」を登録します。 

③「賃金計算期間」の「表示」「非表示」を選択します。 

表示を選択した場合、表示する計算期間の締日とその給与が支払われる月を、 

当月か翌月かで登録します。 

④「処理種別」を選択します。行ごとに種別を変更することができます。 

⑤「項目一覧」より項目を選択します。 

※ Ctrl キー、Shift キーを押下しながら項目を選択することで、複数の項目

を同時に選択することが可能です。 

⑥ 項目を選択したら、  を押して画面設計項目に移動させます。 

「画面設計項目」から削除する場合は、「画面設計項目」内の項目を選択し、 

 を押して項目一覧に戻します。必要項目を選択し終えたら、画面設計項目 

の項目の順番を整理します。整理するには移動する項目を選択した後に、 

 

や  を押下して上下に移動することが出来ます。 

 

⑦ 任意の位置に空白の行や改頁を設定することが出来ます。 

⑧ 賃金台帳に表示する項目の名称を設定する事が出来ます。 

空白行に表示名を登録すると、行見出しとして使用することが出来ます。 

⑨ 「更新」ボタンを押下して、新規作成もしくは変更の完了です。 

 

※ １つの定義に１５０項目まで登録できますが、１頁の印字は最大２３項目までです。 

   空白行や改頁も１項目としてカウントされますのでご注意ください。 

② 
③ 

④ 

⑧ 

⑤ 

⑥ 
⑥ 

⑦ 

⑦ 

⑨ 
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＜Excel 形式で賃金台帳を出力する場合＞ 

  ②PROSRV お客様サイト ⇒ 各種ドキュメント ⇒ PROSRV on Cloud ⇒ マニュアル

⇒ 給与計算サービスより、「賃金台帳雛形.xlsx」をダウンロードし、Excel ファイル

を作成します。（詳細な作成方法は、「賃金台帳雛形.xlsx」を参照） 

  ※ １つの定義に５０項目（行）まで登録できます。 

      ファイルをアップロードする際は、シートは一番左に設定してください。 

      小数項目の設定は、セルの書式設定で設定可能です。 

 

                   ↓ 

 

③「出力形式」に「MS Excel2007以降」を選択し、「定義 ID」「定義名」を登録します。 

④「賃金計算期間」の「表示」「非表示」を選択します。 

表示を選択した場合、表示する計算期間の締日とその給与が支払われる月を、 

当月か翌月かで登録します。 

⑤「参照」を押下し、②で作成した「賃金台帳雛形」を選択します。 

⑥「更新」ボタンを押下して、新規作成もしくは変更の完了です。 

 

「項目名」を設定 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

「項目番号」を設定 

給与は 1 行に 15 項目番号まで、賞与は 5 項目番号まで設定可能 

1 行に項目番号を 2 つ以上設定すると合算されます 
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4.2.  帳票出力指示 

 

 

① 賃金台帳の「選択」を押下します。 

② 出力する「出力形式」「定義ＩＤ」を選択します。 

「PDFファイル」用に作成した「定義ＩＤ」を「MS Excel2007以降」で選択することは

できません。それぞれに「定義ＩＤ」を作成する必要があります。 

③ 「出力期間」を、支給年月日または、対象年月から選択します。対象とする期間を指定

します。最大１２ヶ月まで設定が可能です。 

④ 「対象者」を、社員番号、所属コード、退職年月日、対象者ファイル、全件のいずれか 

から選択します。 

・社員番号 

・所属コード 

半角カンマで区切り、対象者を複数指定できます。 

例）社員番号 6桁の場合（1200文字まで指定可能。6桁の場合は 170名） 

   000001,000002,・・・,000170 

     

① 

② 

③ 

 

④ 

 

 

⑤ 
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・退職年月日 

     対象期間を指定します。最大１２ヶ月まで設定が可能です。 

 

・対象者ファイル 

 

 

 

 

     対象者の社員番号をエクセル（CSV）ファイルに指定することができます。 

エクセルファイルを作成、「参照」ボタンより選択、ヘッダ「有」「無」を 

選択し、「アップロード」ボタンでアップロードしてください。 

  ヘッダ「無」… １行目から読み込み 

  ヘッダ「有」… ２行目から読み込み 

（外部出力したファイルなど、１行目が項目名の場合） 

＊複数シートある場合は、１シート目を読み込みます。 

例）エクセルの作成例 

Ａ列（１列目）に社員番号を入力してください。 

Ｂ列（２列目）以降の内容は無視します。 

  

 

 

 

・全件 

     対象者が全社員の場合指定します。 

 

    ※PDFファイルで対象者が 1000件を超える場合、1000件ごとに 1ファイル 

     出力されます。（3001件出力した場合、4ファイル出力される） 

また、エクセルファイルの場合は上限が 50件です。50件を超える場合は 

     条件の変更をお願いします。 

 

⑤ 「作成」を押下すると帳票ダウンロード画面に遷移し、ファイルが確認できます。 
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4.3． ファイルダウンロード 

 作成済みのファイルを出力する際に帳票ダウンロード画面を表示します。 

 
 

 

① 出力するファイルを選択後、ファイル保存用のメッセージが表示され、任意の場所に 

  ファイルを保存または、ファイルを開きます。 

② 処理の状況を最新の状態に更新します。 

  「ステータス」が『起動中』の場合に「再読込」ボタンを押下することで最新の状態 

  を取得できます。 

③ ファイルを削除する場合は、該当ファイルのチェックボックスを選択後、「削除」ボタ

ンを押下します。 

 

※  作成した帳票は、作成日を含め約 3日間ダウンロードが可能です。 

出力したデータはユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリスト 

は参照できません。 

 

 

 

  

① 

③ ② 
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4.4． 賃金台帳出力サンプル 

・PDF ファイル出力例 

 
※1．１頁の表示項目数は２３項目のため、ひとり最大７頁（１５０項目）出力されます。 

   １頁目 ・・・   １～ ２３項目（２３項目） 

   ２頁目 ・・・  ２４～ ４６頁目（２３項目） 

    ～ 

   ７頁目 ・・・ １３８～１５０頁目（１２項目） 

 

 

・Excel ファイル出力例 

 

※2．最大 50項目（行）出力できます。 

 

「4.1.賃金台帳設計」にて、出力したい項目を設定※2 

表示される本人情報は、最新の給与

（賞与）処理結果より表示 

「4.2.帳票出力指示」にて、 

出力したい期間（１２ヶ月まで）を設定 

「4.1.賃金台帳設計」にて、出力したい項目を設定※1 

「4.1.賃金台帳設計」にて、 

「賃金計算期間」を表示にした場合表示 

表示される本人情報は、最新の給与

（賞与）処理結果より表示 

「4.1.賃金台帳設計」にて、 

「賃金計算期間」を表示にした場合表示 
「4.2.帳票出力指示」にて、 

出力したい期間（１２ヶ月まで）を設定 


